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基 幹 教 育 科 目 「 九 大 インターンシップ」 募 集 要 項  

 

 

１ ． 対 象 学 生 ： 本 学 学 部 学 生  （ 大 学 院 生 も 応 募 可 能 です が ， 単 位 認 定 は 学 部 生 のみ ）  
 
 

２ ． 募 集 人 数 ： １ ０ 名 程 度  
 
 

３ ． 科 目 名 ： 九 大 イ ン ター ン シッ プ（ 担 当 教 員 ： 小 湊 卓 夫 ）  

単 位 数 ： ２ 単 位 （ 基 幹 教 育 科 目 ・ 総 合 科 目 【 オー プン 科 目 】 ）  

 

※本 科 目 は ， 「 事 前 講 習 」 ， 「 実 習 」 ， 「 事 後 講 習 」 に よ り 構 成 され ，  

その 全 て を 受 講 する 必 要 が あり ます。  
 
 

４ ． 実 施 日：  

事 前 講 習   令 和 ８ 年 ８ 月 ２ 8 日 （ 金 ） １ ０ ： ３ ０ ～ １ ６ ： ５ ０ （ 予 定 ）  

・ 実 習 の ため の 心 構 え ， 遵 守 事 項 に ついて  

・ 大 学 の 組 織 ， 運 営 ， 事 務 組 織 に ついて  

・ 就 業 規 則 ・ 採 用 試 験 に ついて  

・ ビ ジネス マナー 講 習 会  

 

     実   習    令 和 ８ 年 ８ 月 ３ １ 日 （ 月 ） ～  ９ 月 １ １ 日 （ 金 ）  

             （ 原 則 と して ８ ： ３ ０ ～ １ ７ ： １ ５ の 間 の 各 ６ 時 間 （ 土 日 除 く） ）  

           ※ 受 入 部 署 に よ り 実 習 時 間 が 変 更 に なる こと が あります。  

配 属 先 及 び 実 習 内 容 の発 表 は 受 講 者 決 定 後 の 案 内 と なります。  

各 部 署 の 業 務 を 体 験 できる プログ ラム を 準 備 し て います。  

 

事 後 講 習   令 和 ８ 年 ９ 月 ２ ８ 日 （ 月 ） １ ３ ： ３ ０ ～ １ ７ ： ０ ０ （ 予 定 ）  

・ 実 習 成 果 発 表  等  

 

５ ． 受 入 部 署 ：  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※実 習 の 内 容 に よ っ て は,所 在 地 区 以 外 で の 実 習 を 行 う 場 合 ありま す。   

 部 署 名  所 在 地 区 ※  

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

⑫ 

企 画 部  

総 務 部  

人 事 部  

研 究 ・ 産 学 官 連 携 推 進 部  

国 際 部  

財 務 部  

学 務 部 学 務 企 画 課  

学 務 部 教 務 課 ， 共 創 学 部 課  

学 務 部 学 生 支 援 課  

施 設 部  

情 報 シ ステム 部  

附 属 図 書 館 事 務 部  

伊 都  

伊 都  

伊 都  

伊 都  

伊 都  

伊 都  

伊 都  

伊 都  

伊 都  

伊 都  

伊 都  

伊 都  
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６ ． 応 募 方 法 ：  「 九 大 イ ン ターン シッ プ 申 請 書 」 に 必 要 事 項 を 記 入 し ，  

写 真 貼 付 ( スマホ 撮 影 可 )のう え ， 次 のい ずれ かに よ り 提 出 する こと。  

 

①  電 子 メー ルに よ り 提 出  

【 送 信 先 】  g az jyug yo@j im u .kyushu- u .ac . jp  

・ 件 名 は 「 九 大 イ ン ター ン シッ プ申 請 」 とする こ と。 

・ PD F フ ァイ ルに し た 申 請 書 類 を メー ルに 添 付 する こ と。 

 

②  窓 口 に 直 接 提 出  

 学 務 部 教 務 課 基 幹 教 育 教 務 係  

 （ セン ター ゾ ー ン 1 号 館 ２ 階 ⑤ 番 窓 口 ）  

 

③  郵 送 に よ り 提 出  

【 郵 送 先 】 〒 ８ １ ９ － ０ ３ ９ ５  福 岡 市 西 区 元 岡 ７ ４ ４  

   九 州 大 学  学 務 部 教 務 課 基 幹 教 育 教 務 係  宛  

  （ 封 筒 表 面 に 「 九 大 イ ン ターン シッ プ 申 請 書 在 中 」 と 記 載 する こ と）  

 

７ ． 応 募 〆 切 ：  令 和 ８ 年 ７ 月 １ ６ 日 （ 木 ） １ ７ 時  必 着   

 

８ ． 応 募 条 件 ：  一 般 的 なパソコン スキ ル( Ｗ ｏ ｒ ｄ ， Ｅ ｘ ｃ ｅ ｌ 操 作 等 )を 有 する こと  

 

９ ． 選    考 ：  応 募 者 多 数 の場 合 ， 申 請 書 類 をもとに選 考 を行 い,受 講 者 を決 定 します。 

選 考 結 果 は ， 全 学 基 本 メー ルアド レス 宛 に 通 知 し ます。  

通 知 の 時 期 は ８ 月 上 旬 頃 を 予 定 し て います 。 

           ※ 実 習 部 署 の 配 属 は ， 必 ず し も申 請 時 の 希 望 通 り とは 限 りませ ん。  

 

10． 保 険 加 入 ： イ ン タ ー ン シッ プ参 加 に 際 し ， 学 生 教 育 研 究 災 害 傷 害 保 険 （ 学 研 災 ） 及 び

附 帯 の 賠 償 責 任 保 険 （ Ａ コー ス ） ， 又 は 同 種 の保 険 に 加 入 する 必 要 が あ

ります。  

           未 加 入 の 場 合 や 加 入 状 況 を 確 認 し た い 場 合 は ， 九 州 大 学 生 活 協 同 組

合 に 問 合 せ て く ださ い 。 

 

11 ． そ の 他：  ・ 受 入 決 定 後 は ， 受 講 生 本 人 の 誓 約 書 を 必 要 と し ま す 。 誓 約 書 は ， 選 考

結 果 通 知 の 際 に 送 信 し ます。 

・ 実 習 労 働 に 対 する 対 価 ・ 報 酬 の 類 は 支 給 し ませ ん。 

・ 必 要 経 費 （ 食 費 ・ 保 険 料 ・ 交 通 費 等 ） は 各 自 で 負 担 し て く ださ い 。 

・ 学 部 生 に つ い て は ， 当 該 科 目 の 成 績 は ， 基 幹 教 育 科 目 の 総 合 科 目 と し

て ， 令 和 ８ 年 度 後 期 に 認 定 さ れ ま す 。 （ 大 学 院 生 は 単 位 認 定 の 対 象 で は

ありませ ん。 ）  

 

 

12． 問 い 合 わせ 先 ： 学 務 部 教 務 課 基 幹 教 育 教 務 係  

             電  話 ：  ０ ９ ２ － ８ ０ ２ － ５ ９ ４ ５  

e-ma i l ：  g az j y ug y o@j imu .ky ush u-u . ac . jp  

                                

   

mailto:gazjyugyo@jimu.kyushu-u.ac.jp
mailto:gazjyugyo@jimu.kyushu-u.ac.jp
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受 入 部 署 の 紹 介 と メ ッ セ ー ジ  

 

 

① 企 画 部 ( 企 画 課 ， 社 会 共 創 課 )   

企 画 部 は ， 大 学 の 将 来 構 想 に 関 す る 企 画 ・ 立 案 を は じ め ， 大 学 の 理 念 や あ る べ き 姿 の 実 現 に 向

け て ６ 年 間 に 達 成 す べ き 業 務 目 標 と な る 中 期 目 標 と ， 具 体 的 な 中 期 計 画 等 の 作 成 や 大 学 評 価 に

関 す る 企 画 ・ 立 案 ， 大 学 執 行 部 の 意 思 決 定 に 資 す る 各 種 分 析 デ ー タ 等 の 提 供 を 行 っ て い ま す 。  

ま た ， こ れ ら に 加 え て ， 福 岡 県 や ， 福 岡 市 ， 糸 島 市 な ど の 自 治 体 と の 組 織 的 な 連 携 や ， 一 般 市

民 を 対 象 と す る サ イ エ ン ス カ フ ェ を は じ め と し た シ チ ズ ン サ イ エ ン ス の 推 進 な ど ， 学 内 外 の 様 々 な ス テ

ー ク ホ ル ダ ー と 連 携 し た 取 り 組 み を 行 っ て い ま す 。  

企 画 部 は ， 大 学 の 入 学 式 が 行 わ れ る 椎 木 講 堂 の ３ 階 に あ り ， 学 生 の 皆 さ ん と 接 す る 機 会 が 少 な

く ， イ メ ー ジ し に く い 部 署 か と 思 い ま す が ， 文 部 科 学 省 な ど 国 の 動 向 を は じ め ， 総 長 ・ 理 事 の 意 向

等 を 即 座 に 知 る こ と が で き ， ま た ， そ れ ら を 踏 ま え た ， 早 急 な 対 応 策 が 求 め ら れ る 非 常 に 重 要 な 役

割 を 担 っ て い ま す 。 １ 週 間 と い う 短 い 実 習 期 間 と な り ま す が ， 九 州 大 学 の 企 画 部 門 の 業 務 を 体 験

で き る 良 い 機 会 に な る と 思 い ま す 。 普 段 の 学 生 生 活 の 中 で は 知 る こ と の で き な い ， 九 州 大 学 の 新 し

い 一 面 を 経 験 し て く だ さ い 。  

 

② 総 務 部 （ 総 務 課 ， 同 窓 生 ・ 基 金 課 ， 環 境 安 全 管 理 課 ， 広 報 課 ）  

「 総 務 課 」 で は ， 大 学 の 業 務 の 中 で 総 括 的 な 業 務 を 行 っ て い ま す 。 開 学 記 念 式 典 な ど の 式 典 ・

行 事 に 関 す る 様 々 な 企 画 ・ 運 営 ， 経 営 協 議 会 や 教 育 研 究 評 議 会 ， 運 営 方 針 会 議 な ど の 大 学 の

重 要 事 項 を 審 議 す る 会 議 の 運 営 ， 福 岡 ・ 糸 島 市 な ど 地 域 社 会 や 交 通 事 業 者 と の 連 携 業 務 の ほ

か ， 大 学 全 般 に 幅 広 く 関 わ る 業 務 を 担 っ て い ま す 。 役 員 （ 総 長 ， 理 事 ） の 秘 書 業 務 を 行 う 秘 書

室 ， 危 機 発 生 時 に お け る 各 種 対 応 等 の 業 務 を 行 う 危 機 管 理 室 ， 大 学 の 規 則 の 制 定 ・ 改 正 作 業

及 び 安 全 保 障 関 係 業 務 を 行 う 法 務 室 ， 法 人 文 書 や 個 人 情 報 保 護 の 業 務 を 行 う 法 人 文 書 管 理

室 も 総 務 課 で す 。  

「 広 報 課 」 で は ， 学 内 外 に 向 け て 本 学 の 研 究 教 育 活 動 や 運 営 情 報 等 の 魅 力 的 ・ 積 極 的 な 発 信

を 行 う べ く ， ホ ー ム ペ ー ジ の 管 理 や 広 報 誌 の 作 成 ， 様 々 な イ ベ ン ト 等 の 企 画 ・ 運 営 取 材 ， マ ス コ ミ 対

応 な ど を 行 っ て い ま す 。  

「 同 窓 生 ・ 基 金 課 」 で は ， 本 学 の 持 続 的 な 発 展 と 社 会 貢 献 を 支 援 ・ 推 進 す る た め に 創 設 し た

「 九 州 大 学 基 金 」 の 更 な る 充 実 の た め ， 募 金 活 動 ・ 基 金 強 化 活 動 と ， 支 援 助 成 事 業 を 展 開 し て

い ま す 。 ま た ， 同 窓 生 ・ 同 窓 会 等 と の 連 携 強 化 の た め ， 各 同 窓 会 活 動 へ の 参 加 ・ 支 援 ， 同 窓 生 組

織 の 設 置 ・ 運 営 支 援 ， 生 涯 メ ー ル ア ド レ ス サ ー ビ ス の 提 供 ， ア カ デ ミ ッ ク フ ェ ス テ ィ バ ル （ ホ ー ム カ ミ

ン グ デ ー ） の 実 施 , ア ラ ム ナ イ プ ラ ッ ト フ ォ ー ム 「 K y u d a i  P A L 」 の 運 営 等 の 様 々 な 取 り 組 み を 行 っ て

い ま す 。  

「 環 境 安 全 管 理 課 」 で は ， 労 働 安 全 衛 生 法 な ど の 関 係 法 規 に 基 づ き ， 業 務 上 の リ ス ク を 限 り な

く 減 少 さ せ ， 職 員 の 安 全 と 健 康 を 確 保 し ， 快 適 な 職 場 環 境 の 形 成 を 促 進 す る こ と を 主 な 業 務 と し

て い ま す 。 具 体 的 に は ， 健 康 診 断 等 の 実 施 に よ る 健 康 管 理 ， 放 射 線 ・ 放 射 性 物 質 の 管 理 ， 遺 伝

子 組 換 え 実 験 ， 動 物 実 験 ， 化 学 物 質 等 の 様 々 な 環 境 安 全 管 理 業 務 を 一 元 的 に 行 っ て い ま す 。 ま

た ， 伊 都 診 療 所 に 関 す る 業 務 も 担 当 し て い ま す 。  

以 上 の と お り ， 総 務 部 の 業 務 内 容 は と て も 幅 広 い も の と な っ て お り ， 大 学 の 窓 口 と し て 中 心 的

な 役 割 を 果 た し て い る 部 署 で す の で ， こ の 機 会 に 是 非 体 験 し て み て く だ さ い 。  

 

③ 人 事 部 （ 人 事 企 画 課 ， 人 事 給 与 課 ）  

「 採 用 か ら 退 職 ま で 」 ， 人 事 業 務 を 端 的 に 表 す 際 に よ く 用 い ら れ る こ の 言 葉 の 通 り ， 人 事 部 （ 人

事 企 画 課 ・ 人 事 給 与 課 ） で は ， 職 員 の キ ャ リ ア 全 体 を 包 括 す る 幅 広 い 業 務 を 行 っ て い ま す 。 例 え

ば ， 人 事 企 画 課 で は ， 勤 務 時 間 管 理 ， 人 事 異 動 ， 人 事 関 係 規 則 等 の 制 定 改 廃 ， 職 員 研 修 ， 男

女 共 同 参 画 等 に 関 す る 業 務 を ， ま た ， 人 事 給 与 課 で は ， 給 与 ， 退 職 金 ， 諸 手 当 ， 税 金 ， 共 済 組
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合 等 に 関 す る 業 務 を 行 っ て い ま す 。 一 般 企 業 に お け る 管 理 部 門 に 相 当 し ， 人 的 な 側 面 か ら 大 学 を

支 え る 役 割 を 果 た し て い ま す 。  

ど の 企 業 に も 同 様 の 組 織 が あ る た め ， そ れ が 具 体 的 に ど の よ う な も の か 実 際 に 体 験 し ， 理 解 す る

こ と に よ り ， 今 後 ， 社 会 人 と し て 活 躍 す る 皆 さ ん の 視 野 が 広 が り ， 参 考 に な る も の と 思 い ま す 。 ま

た ， 今 回 初 め て 人 事 業 務 に 触 れ る 皆 さ ん か ら の 視 点 や 意 見 は ， 人 事 部 職 員 に と っ て 大 変 参 考 に な

り ま す の で ， 積 極 的 な 発 言 を 期 待 し て い ま す 。  

 

④ 研 究 ・ 産 学 官 連 携 推 進 部 （ 研 究 企 画 課 ， 産 学 官 連 携 推 進 課 ）  

研 究 ・ 産 学 官 連 携 推 進 部 は ， 大 学 の 研 究 者 が 日 々 行 っ て い る 研 究 活 動 を 支 援 す る た め の 部 署

で す 。  

学 術 研 究 の 動 向 な ど に 対 応 す る た め の 学 内 制 度 や 九 大 独 自 の 研 究 支 援 活 動 の 企 画 ・ 実 施 及

び 国 内 外 の 公 募 型 研 究 費 獲 得 に 向 け た 支 援 や 各 種 手 続 き を 行 う 「 研 究 企 画 課 」 ， 民 間 企 業 等 と

の 共 同 研 究 や 受 託 研 究 等 ， 知 的 財 産 の 活 用 ・ 管 理 及 び 大 学 発 ベ ン チ ャ ー 創 出 等 の 産 学 官 連 携

活 動 を 推 進 す る 「 産 学 官 連 携 推 進 課 」 の ２ つ の 課 で 構 成 さ れ て い ま す 。  

多 く の 学 生 の み な さ ん に と っ て ， 日 頃 指 導 者 と し て 接 し て い る 「 研 究 者 （ 教 員 ） 」 の 方 々 の 研 究

活 動 が ， 国 等 の 様 々 な 制 度 ， 民 間 企 業 ， 公 的 団 体 ， 大 学 及 び 大 学 職 員 に ど の よ う に 支 え ら れ て い

る か は ， な か な か 目 に す る こ と の で き な い 世 界 か と 思 い ま す 。 当 部 署 で の イ ン タ ー ン シ ッ プ （ 職 業 体

験 ） を ， 研 究 職 や 研 究 支 援 職 に 限 ら ず ， 民 間 企 業 へ の 就 職 ， 公 務 員 や 起 業 を 志 望 す る み な さ ん の

将 来 に 役 立 て て く だ さ い 。 共 に 有 意 義 な 時 間 を 過 ご し ま し ょ う 。  

 

⑤ 国 際 部 （ 国 際 企 画 課 ， 留 学 課 ）  

国 際 と 聞 い て 「 外 国 語 が 話 せ な い か ら ， 自 分 に は 関 係 な い 」 と 感 じ た 方 こ そ ， ぜ ひ 体 験 し て み て

く だ さ い ！  

国 際 部 は ， 九 州 大 学 の グ ロ ー バ ル 展 開 を 支 え る 部 署 で す 。 外 国 人 留 学 生 の 受 入 ・ 支 援 や 九 大

生 の 海 外 留 学 支 援 に 加 え ， 海 外 大 学 と の 連 携 や 大 学 全 体 の 国 際 化 戦 略 の 企 画 ・ 推 進 な ど ， 幅

広 い 業 務 を 担 っ て い ま す 。 一 見 す る と 語 学 力 が 重 要 に 思 わ れ が ち で す が ， 実 際 に 求 め ら れ る の は

「 九 大 を 世 界 の 中 で ど の よ う に 魅 力 あ る 大 学 に し て い く か 」 を 考 え る 視 点 と 行 動 力 で す 。 国 際 化

は ， 制 度 設 計 ， 企 画 ， 調 整 ， 発 信 な ど ， 多 様 な 要 素 が 組 み 合 わ さ る 総 合 的 な 仕 事 で す 。 イ ン タ ー ン

シ ッ プ で は ， 留 学 生 支 援 や 国 際 交 流 事 業 の 企 画 ・ 運 営 の 一 端 に 触 れ な が ら ， 大 学 の 国 際 化 が ど の

よ う に 進 め ら れ て い る の か ， そ の 裏 側 を 体 験 し て い た だ き ま す 。 普 段 の 学 生 生 活 で は 見 え に く い 「 大

学 の 国 際 戦 略 」 を 知 る こ と で ， 海 外 志 向 に 限 ら ず ， 将 来 ど の 分 野 に 進 む 方 に と っ て も 視 野 を 広 げ

る 機 会 に な る は ず で す 。 み な さ ん の 柔 軟 な 発 想 や 新 し い 視 点 を ， ぜ ひ 私 た ち と 共 有 し て く だ さ い 。  

 

⑥ 財 務 部 （ 財 務 企 画 課 ， 経 理 課 ， 調 達 課 ， 資 産 活 用 課 ）  

大 学 に 勤 め る 教 職 員 や 大 学 に 通 う 学 生 の 方 々 が 研 究 や 実 験 ， 学 習 を す る と き は ， 大 き な 実 験

用 設 備 か ら 鉛 筆 １ 本 ま で 金 額 の 大 小 は 様 々 で す が ， 必 ず お 金 が 必 要 に な り ま す 。 大 学 の 業 務 の 中

で も お 金 に 関 わ る 業 務 （ 大 学 全 体 の 予 算 作 成 ， 契 約 な ど の 執 行 業 務 ， 財 務 諸 表 の 作 成 ・ 公 表 な

ど ） を 行 っ て い る の が 財 務 部 で す 。 な か な か 学 生 の み な さ ん に は 馴 染 み が な く イ メ ー ジ し づ ら い 部 署

だ と 思 い ま す が ， こ の 研 修 を 通 じ て み な さ ん が 普 段 使 っ て い る 実 験 用 具 や 机 な ど が ど の よ う に し て

買 わ れ て い る の か ， 予 算 の 要 求 か ら 決 算 の 公 表 ま で 一 連 の 業 務 の 流 れ を 体 験 し な が ら そ れ を 実 感

し て い た だ け た ら と 思 い ま す 。  

 短 い 期 間 で の 研 修 と な り ま す が ， 大 学 で の 業 務 を 体 験 す る こ と に よ り こ れ か ら 社 会 人 と し て 生 活

す る う え で 糧 と な る よ う 充 実 し た も の に し て く だ さ い 。 ま た ， み な さ ん か ら 業 務 に 関 す る 意 見 や 質 問

を い た だ く こ と が 財 務 部 ひ い て は 大 学 を 発 展 さ せ る こ と に つ な が り ま す の で ， 積 極 的 な 意 見 等 を い

だ だ け る こ と を 期 待 し て い ま す 。    



 
 

5 
 

⑦ 学 務 部 （ 学 務 企 画 課 ）  

大 学 職 員 の 業 務 は 多 岐 に わ た り ま す が ， 学 務 企 画 課 で は ， 全 学 の 教 育 に 関 す る 企 画 立 案 や 教

育 改 革 の 推 進 ， 教 学 マ ネ ジ メ ン ト に 係 る 調 整 ， 各 種 事 業 の 運 営 な ど ， 大 学 全 体 の 教 育 を 支 え る 中

核 的 な 役 割 を 担 っ て い ま す 。 例 え ば ， 教 育 に 関 す る 全 学 方 針 の 策 定 や 制 度 の 企 画 ， 入 学 式 ・ 学 位

記 授 与 式 等 の 式 典 運 営 ， 博 士 学 生 支 援 プ ロ グ ラ ム の 運 営 な ど ， 多 様 な 業 務 を 通 じ て 大 学 全 体 の

教 育 活 動 を 支 え て い ま す 。  

本 研 修 で は ， こ う し た 実 務 に 触 れ る こ と で ， 学 生 と 教 員 の 関 係 の 中 だ け で は 見 え に く い 「 教 育 を

支 え る 仕 組 み 」 や 「 大 学 全 体 を 動 か す マ ネ ジ メ ン ト 」 に つ い て ， 理 解 を 深 め て い た だ け た ら と 思 い ま

す 。  ま た ， 「 大 学 で 働 く 」 と い う 視 点 か ら 大 学 を 見 る こ と で ， 皆 さ ん が 新 た な 大 学 像 を 発 見 し ， 今

後 の 大 学 生 活 や キ ャ リ ア を 考 え る 契 機 と な る こ と を 期 待 し て い ま す 。  

 

⑧ 学 務 部 （ 教 務 課 ， 共 創 学 部 課 ）  

学 務 部 は ， 学 生 の 皆 さ ん が 安 心 し て 学 び ， 充 実 し た 大 学 生 活 を 送 れ る よ う サ ポ ー ト す る 部 署 で

す 。 セ ン タ ー １ 号 館 ２ 階 の 「 基 幹 教 育 教 務 係 」 は ， 履 修 相 談 な ど で 訪 れ た こ と が あ る 方 も 多 い の で

は な い で し ょ う か 。 こ の 係 で は ， 年 間 約 2 , 3 7 1 科 目 に も お よ ぶ 基 幹 教 育 の 授 業 に 関 し て ， 開 講 準

備 か ら 成 績 登 録 ま で を 一 貫 し て 担 当 し て お り ， メ ー ル や 電 話 で の 問 い 合 わ せ に も 日 々 対 応 し て い ま

す 。 学 生 の 皆 さ ん に と っ て 最 も 身 近 な 部 署 の 一 つ で あ り ， 「 大 学 事 務 」 の 仕 事 と し て 一 番 イ メ ー ジ さ

れ や す い 部 署 で す 。 「 教 務 ・ 学 務 情 報 係 」 は 、 学 生 ポ ー タ ル シ ス テ ム の 管 理 ・ 運 営 を 担 当 し て い ま

す 。 ま た 、 「 学 位 」 に 関 す る 事 項 も 担 当 し て お り 、 卒 業 時 に 大 学 か ら 卒 業 生 へ 授 与 さ れ る 学 位 記 の

取 り ま と め 等 も 行 っ て い ま す 。  

共 創 学 部 の 事 務 室 は セ ン タ ー ５ 号 館 ５ 階 に あ り ま す 。 「 共 創 教 務 係 」 及 び 「 共 創 学 生 係 」 は ， 共

創 学 部 の 授 業 や 履 修 ， 入 試 関 係 の 業 務 ， 学 生 支 援 や 広 報 等 の 業 務 を 行 っ て い ま す 。  

実 は ， 基 幹 教 育 や 共 創 学 部 は ， 皆 さ ん と 直 接 お 会 い す る 上 記 の 係 だ け で は 成 り 立 ち ま せ ん 。 「 基

幹 教 育 総 務 係 」 と 「 共 創 総 務 係 」 は ， 普 段 は 皆 さ ん に は 見 え な い 基 幹 教 育 院 と 共 創 学 部 の 運 営

に 関 す る こ と や 皆 さ ん を 教 え る 教 員 の 総 務 ・ 人 事 ・ 学 術 研 究 支 援 等 の 多 岐 に 渡 る 業 務 を 行 っ て い

ま す 。 ま た ， 「 基 幹 教 育 管 理 係 」 と 「 共 創 総 務 係 」 は ， 基 幹 教 育 院 と 共 創 学 部 の 予 算 を 扱 い ， 先

生 方 の 研 究 や 学 生 の 皆 さ ん の 教 育 に 必 要 な 物 品 の 購 入 ， 研 究 室 や 講 義 室 の 整 備 な ど の 処 理 や ，

予 算 管 理 ， 物 品 管 理 等 を 行 っ て い ま す 。  

こ の イ ン タ ー ン シ ッ プ を 通 し て ， 学 生 側 か ら で は な く 「 大 学 で 働 く 人 」 の 立 場 か ら 新 た な 九 州 大 学

像 を 発 見 し ， 大 学 職 員 の 仕 事 が ど う 見 え る か ， ど う い っ た 問 題 点 が あ る か ， 率 直 な 意 見 や 質 問 を

す る 貴 重 な 機 会 で す 。 短 い 期 間 で す が ， こ の 機 会 に ぜ ひ ， 一 緒 に 働 い て お 互 い に 有 意 義 な 経 験 を

分 か ち 合 い ま し ょ う ！  

 

⑨ 学 務 部 （ 学 生 支 援 課 ）  

 学 生 支 援 課 で は ， 皆 さ ん が 充 実 し た 学 生 生 活 を 過 ご す こ と が で き る よ う ， 学 生 生 活 に 係 る 様 々

な 業 務 を 行 っ て い ま す 。  

具 体 的 に は ， 学 部 １ 年 生 の 学 生 生 活 に 関 す る 諸 手 続 き の 受 付 ， 保 健 施 設 の 運 営 支 援 ， 課 外 活

動 支 援 ， 福 利 厚 生 施 設 （ 食 堂 ・ 寮 な ど ） の 整 備 な ど を 行 っ て い ま す 。   

ま た ， 奨 学 金 ・ 授 業 料 免 除 な ど の 経 済 支 援 や 皆 さ ん の 就 職 活 動 を サ ポ ー ト す る た め に ， 就 職 情

報 室 の 運 営 ， 就 職 相 談 の 実 施 ， 就 職 支 援 イ ベ ン ト の 開 催 等 ， 全 学 的 な 就 職 支 援 も 行 っ て い ま す 。  

こ れ ら の 支 援 の 中 に は ， 学 生 か ら の 要 望 や 希 望 が 反 映 さ れ る も の も あ り ま す 。 今 回 の イ ン タ ー ン シ

ッ プ を 通 じ て ， 学 生 と し て の 立 場 と 職 員 と し て の 立 場 の 両 面 か ら ， 学 生 支 援 業 務 に つ い て 新 し い

意 見 や ア イ デ ア を い た だ け る こ と を 期 待 し て い ま す 。    
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⑩ 施 設 部 （ 施 設 企 画 課 ， 施 設 整 備 課 ， 環 境 整 備 課 ， 施 設 管 理 課 ）  

施 設 部 は 、 教 育 や 研 究 を 支 え る キ ャ ン パ ス の 建 物 ・ 設 備 に つ い て 、 企 画 ・ 設 計 ・ 施 工 監 理 か ら 維

持 保 全 に 至 る ま で 一 貫 し て 担 う 部 署 で す 。 い わ ば 、 大 学 と い う 空 間 そ の も の を 形 づ く る 「 地 図 に 残

る 仕 事 」 に 携 わ っ て い ま す 。  

一 般 的 な 民 間 の 建 設 プ ロ ジ ェ ク ト で は 、 企 画 ・ 設 計 ・ 施 工 ・ 維 持 管 理 と い っ た 各 工 程 を 異 な る

事 業 者 が 分 担 す る こ と が 多 い で す が 、 施 設 部 で は 、 建 物 の 構 想 段 階 か ら 完 成 後 の 運 用 、 さ ら に は

将 来 の 更 新 ・ 撤 去 に 至 る ま で 、 ラ イ フ サ イ ク ル 全 体 に 関 わ る こ と が で き ま す 。 そ の た め 、 設 計 事 務 所

や 施 工 業 者 と の 協 議 を 的 確 に 進 め る た め の 技 術 的 知 識 に 加 え 、 予 算 管 理 や 工 程 管 理 と い っ た プ

ロ ジ ェ ク ト マ ネ ジ メ ン ト の 視 点 も 求 め ら れ ま す 。 さ ら に 、 国 立 大 学 法 人 と し て 国 費 を 活 用 し た 施 設 整

備 を 行 う た め 、 行 政 的 な 制 度 や 手 続 き に 関 す る 理 解 も 欠 か せ ま せ ん 。 こ う し た 多 面 的 な 業 務 を 通 じ

て 、 教 育 ・ 研 究 の 基 盤 を 支 え る と い う 大 き な 役 割 を 担 っ て い る の が 施 設 部 で す 。  

本 イ ン タ ー ン シ ッ プ で は 、 実 際 の 業 務 の 一 端 を 体 験 し て い た だ く こ と で 、 キ ャ ン パ ス づ く り の 奥 深 さ

や 、 「 も の づ く り 」 の や り が い ・ 面 白 さ に 触 れ て い た だ け れ ば と 考 え て い ま す 。  

 

⑪ 情 報 シ ス テ ム 部 （ 情 報 企 画 課 ， 情 報 基 盤 課 ， デ ジ タ ル 推 進 企 画 室 ）  

社 会 の あ ら ゆ る 分 野 に お い て ， I C T （ 情 報 通 信 技 術 ） を 前 提 と し た 活 動 が 行 わ れ て い ま す 。 大 学

に お け る 教 育 ， 研 究 ， 診 療 及 び 業 務 に お い て も 同 様 で ， 情 報 は 電 気 ・ ガ ス ・ 水 道 と 同 じ 組 織 の イ ン

フ ラ と し て 捉 え ， I C T の 積 極 的 な 利 活 用 を 推 進 し て い ま す 。 九 州 大 学 が 世 界 の 学 術 研 究 拠 点 と し

て 世 界 第 一 級 の 教 育 ・ 研 究 及 び 診 療 活 動 等 を 展 開 し て い く に は ， そ れ ら を 支 え る 高 度 な 情 報 環

境 基 盤 を 実 現 す る 必 要 が あ り ま す 。 情 報 シ ス テ ム 部 で は ， こ の よ う な 情 報 環 境 基 盤 を 積 極 的 に 整

備 し ， 全 学 的 な I C T 業 務 及 び I C T サ ー ビ ス を 展 開 し て い ま す 。 学 生 の み な さ ん に 身 近 な も の で

は , I C 学 生 証 ， 九 州 大 学 M o o d l e , マ イ ク ロ ソ フ ト 社 の ソ フ ト ウ ェ ア や ト レ ン ド マ イ ク ロ 社 の セ キ ュ リ テ

ィ 対 策 ソ フ ト の 無 料 ダ ウ ン ロ ー ド ， 無 線 L A N な ど 色 々 あ り ま す 。 ま た ， 業 務 D X 推 進 プ ロ ジ ェ ク ト の

推 進 に よ り ， 学 生 サ ー ビ ス 向 上 に も 貢 献 し て い き ま す 。  

実 習 で は ， こ れ ら の 業 務 に 情 報 シ ス テ ム 部 職 員 が ど の よ う に 取 り 組 ん で い る の か ， 業 務 ・ 実 務 を

通 じ て 大 学 職 員 と し て 働 く こ と に つ い て 理 解 と 関 心 を 高 め て い た だ き た い と 思 っ て い ま す 。  

 

 

⑫ 附 属 図 書 館 事 務 部 （ 図 書 館 企 画 課 ， 収 書 整 理 課 ， e リ ソ ー ス 課 ， 利 用 者 サ ー ビ ス 課 ， 学 術 サ ポ

ー ト 室 ， 図 書 館 D X 支 援 室 ）  

み な さ ん が よ く 使 っ て い る 図 書 館 に は ， 何 人 く ら い の 人 が 働 い て い る と 思 い ま す か 。 カ ウ ン タ ー の

人 ， ガ イ ダ ン ス で 説 明 し て い た 人 ・ ・ ・ ？ 実 は ， 普 段 学 生 の み な さ ん が 接 し て い る 図 書 館 員 は ， ご く

ご く 一 部 な の で す 。 見 え な い と こ ろ で ， 多 く の 職 員 が ， み な さ ん へ の サ ー ビ ス を 考 え な が ら 働 い て い ま

す 。 図 書 ・ 雑 誌 の 選 定 ・ 購 入 ・ デ ー タ 登 録 ・ 装 備 ， 電 子 的 資 料 の 整 備 ， 九 大 の 研 究 成 果 の 公 開 ，

シ ス テ ム の 構 築 ・ 運 用 ， 施 設 の 維 持 管 理 ， 各 種 事 業 の 企 画 ・ 調 整 ， な ど な ど ， カ ウ ン タ ー の 向 こ う

側 に も ， そ し て 便 利 な W e b サ ー ビ ス の 向 こ う 側 に も ， た く さ ん の 「 人 」 が い る の で す 。  

今 回 の 研 修 を 通 じ て ， 図 書 館 の 裏 側 を 経 験 し て も ら い ， 図 書 館 が ど の よ う に し て ， 学 生 や 研 究

者 の 学 習 ・ 教 育 ・ 研 究 を 支 援 し て い る の か ， ま た ， ど の よ う な 仕 事 で も 縁 の 下 の 力 持 ち が い る か ら

こ そ ， 成 り 立 っ て い る の だ と い う こ と を 体 感 し て ほ し い と 思 い ま す 。  

図 書 館 は ， 常 に 利 用 者 の み な さ ん の 声 を 知 り ， よ り 使 い や す い 図 書 館 に し て い き た い と 考 え て い

ま す 。 ど の よ う に す れ ば ， も っ と 行 き た く な る ， 使 い た く な る の か も ， 研 修 を 通 じ て 一 緒 に 考 え て み て

く だ さ い 。 ま た ， 研 修 後 も ， 学 生 と 図 書 館 と の パ イ プ 役 と し て ， 「 行 き た く な る ， 使 い た く な る 図 書

館 づ く り 」 に 力 を 貸 し て く だ さ い 。  


